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1.  はじめに	
 
	
 オープンキャンパスは，学校への入学を検討

している生徒が数多く参加するイベントであり，

参加者が関心を持つ分野に応じた「個別化案

内」を実施することが望ましい．そこで我々は，

オープンキャンパス展示の案内を支援すること

を目的として，協調フィルタリングによる展示

の推薦を行う web アプリケーション SmartCampus

を開発した．本稿では，SmartCampus の概略とオ

ープンキャンパスで実施した際のデータでの利

用者の動向，情報推薦アルゴリズムの課題につ

いて述べる．	
 

	
 

2.  SmartCampus	
 
2.1  	
 SmartCampus の概要	
 
SmartCampus は，オープンキャンパス用に開発さ

れた展示案内支援システムである(図 1)．	
 

	
 
図 1.	
 SmartCampus 概略	
 

利用者は，各展示に設置された QR コードをスマ

ー ト フ ォ ン な ど の 携 帯 端 末 で 読 み 込 み

SmartCampus にアクセスすることで，展示内容の

評価を行い，その評価内容に基づいた展示の推

薦情報を得ることができる．また，人気の展示

のランキングをリアルタイムで閲覧することも

可能である．このシステムを導入することによ

って，利用者と開催者側双方に次のようなメリ

ットが期待できる．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

利用者(来場者，主に高校生)側のメリット	
 
・自分の興味にあった展示を発見できる	
 

・人気の展示を知ることができる	
 

運営(学校)側のメリット	
 
・	
 来場者評価を展示者へフィードバックできる	
 

・	
 適切な展示案内が生徒の入学意欲向上に繋がる	
 

	
 

2.2	
 協調フィルタリングによる展示情報推薦	
 

	
 内容ベースフィルタリングにより展示を推薦

する際には，2 つの課題を検討する必要がある．

1 つは，各展示を評価・分類する指標が存在しな

い点，もう 1 つは，推薦時に参加者の嗜好を判

断する難しさである．	
 

	
 これに対して我々は，アイテムベース協調フ

ィルタリングを採用した．このアルゴリズムは，

展示への利用者の評価情報を使用し，高く評価

された展示との類似性を考慮して推薦する．評

価情報から展示間の類似度と利用者の嗜好を判

断するため，前述の 2 つの課題が解決される.	
 

	
 	
 具体的には，利用者と展示の間に，評価値の

対応関係を考える．この関係から利用者 ui に対

して，まだ訪問していない展示 ej を推薦する度

合いを以下の scorei,jで定義する(式 1 と図 2)．	
 

scorei, j = si,krj ,k
k
∑ 	
 	
 	
 （式 1）	
 

	
 
図 2.	
 評価情報からのお勧め度計算	
 

si,k は利用者 ui の展示 ek に対して投票を行った

際の評価値であり，今回は 0,	
 1,	
 2 の 3 段階と

した．	
 rj,kは展示 ejと ekの 2 つの展示を訪問し

た利用者らによる評価値のピアソンの相関係数

である．この scorei,jは，利用者がこれまで高く

評価した展示と類似した展示ほど高くなる．推

薦を行う際には，利用者が評価していない全て

の展示に対して計算を行い，高い scorei,jを持つ

展示から推薦をおこなう．	
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3.	
 実施結果	
 

3.1	
 実施内容	
 	
 

	
 2014 年 7 月 30・31 日の東北大学工学部情報知

能システム総合学科のオープンキャンパスで

SmartCampus を運用した．入場者 4,307 名中，

851 名が SmartCampus を利用し計 2,140 票の投票

情報が得られた(図 3)．	
 

	
 
図 3.	
 利用者の投票数分布	
 

投票のインセンティブとして	
 3 票以上投票する

ことでプレゼント当選への応募権利が獲得でき

るキャンペーンを実施した.その影響と思われる

ピークが投票数 3 に見られる一方、多くの参加

者が 1 度の投票でやめていることが見て取れる．	
 

3.2	
 投票データの解析結果	
 

	
 利用者と展示の関係を見るため，相関係数を

使用して距離を定義し，クラスタ解析とヒート

マップの描画を行った(図 4)．	
 
a	
 

	
 
図 4.	
 投票情報によるヒートマップ	
 
(黄：高評価，青：低評価・無投票，	
 

赤枠:同建物，橙枠：同分野)	
 
	
 

	
 利用者と展示の関係として，評価が存在する

場合にはその値(0〜2)を使用し，評価されてい

ない場合には-1 を使用した．また，利用者と展

示のクラスタ間の分離度を一定以上保つため，3

票以上投票した利用者 360 名と 10 票以上投票が

あった 43 展示のみを利用した．この図からは，

投票に偏りが大きい点と，展示がある建物ごと

のクラスタ(赤枠)や同じ階/部屋のサブクラスタ

が見られた．しかし，一部には位置によらず似

た展示分野のクラスタ(橙枠)も観察することが

できた．また，利用者側のクラスタでも同様に

訪問した展示の位置的な偏りが存在することが

観察された.	
 

3.3	
 推薦システムの効果	
 

	
 各利用者が展示間の移動の際に，システムによ

る推薦に従った割合を求めると，0.103 と非常に

低かった．この結果から，システムの推薦情報

は，利用者が次に訪問する展示を決める際にほ

とんど影響を与えなかったと考えられる．	
 

	
 原因としては相関係数の評価の問題が考えら

れる．相関係数は，どちらか一方の評価データ

が一定であると定義できないため，本システム

では，相関係数が定義できない場合には 0 とし

ている．全展示ペアで評価値の相関係数を計算

すると，95％の展示間で 0 となっており，その

結果として，一部の展示ばかりが推薦される状

態となっていた．	
 

	
 評価値が一定である問題の他にも，展示ペア

の相関係数の計算時に両展示を評価している利

用者数自体が少ないことも問題である．相関係

数の適切な初期値を検討することが必要だと考

えられる．	
 
	
 

4.	
 考察・まとめ	
 

	
 オープンキャンパス案内支援システムを開発

し，実際に東北大学工学部情報知能システム総

合学科のオープンキャンパスで運用をおこなっ

た．そのデータを解析した結果，参加者が訪問

した展示には位置的な偏りが見られた．また同

じ建物内など距離が近い範囲では，似た分野の

展示を連続して訪問する傾向も見られ，利用者

が一定の興味の元に行動し，無作為に近辺の展

示を巡回している訳ではないことも分かる．	
 

	
 これらの結果から，より良い推薦システムに

するための課題としては，展示内容だけで無く，

物理的に近いか否かの情報も考慮して推薦アル

ゴリズムを改善する必要があることが分かる。

また，展示間の相関係数は利用者の評価に依存

するため，より多くの利用者を獲得する必要が

ある．今回の実施では，1 度の投票でやめている

利用者が約半数であり，継続的に利用してもら

うためにアプリケーション内の利用促進の工夫

も必要であることが示唆された．	
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